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政府が求める安全保障条約のコストとは、
米軍日本派遣の負荷を共有することなので
す。これが、今日のお話で皆さんに考察し
ていただきたいポイントです。記憶とは、
単に過去や過去の一側面を表象したり、歴
史の本に記されているものではありません。
記憶とは、政治に関わる人々が、求める特
定の未来を創生するために利用する、政治
的資源でもあります。 
 
 
政治的資源としての記憶は、先に述べたよ
うに、二人の県知事が、沖縄平和記念資料
館のジオラマの帝国軍人をめぐって、それ
ぞれ異なる沖繩の過去の記憶継承を促進さ
せようと試みた事例に、最も顕著な形でみ
られました。まとめると、記憶と忘却とは、
過去についてだけではなく、現在と将来に
おいても、非常に重要な政治資源である、
ということです。  
 
以上で講演を終わりたいと思います。ご
静聴ありがとうございました。 
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